









































（1）　Paravicini, W., Der Ehrenwein. Stadt, Adel und Herrscha im Zeichen einer Geste, Fouquet, G., Hirschbie-
gel, J. & Rabeler, S. （hrsg.）, Residenzstädte den Vormoderne.　Umrisse eines europäischen Phänomens, Ostl-























1424-1426年，第 3の帳簿は 1468年から翌年，最後の 3冊は 1480年代の記録である。基




（2）　Vander Linden, H. （éd.）, Itinéraires Philippe le Bon, duc de Bourgogne （1419-1467） et de Charles, comte de 
Charolais （1433-1467）, Bruxelles, 1940.














外形は縦 50 cmほど，横 18 cmほどの縦長左綴じで，革表紙がつけられている。表紙に
は 17世紀の字体で，「1424年 9月 2日から 1425年 9月 1日」と記載の期間が書かれている。
29葉まで記入があり，その後には未記入の数葉が綴じこまれている。記入に使用されて
いるのは古ネーデルランド語，ローマ数字である。字体はほぼ統一されており，決まった
担当者が記入したものと思われる。第 1葉冒頭に表題として「1424年 9月 2日に始まり
1425年 9月 1日に終わる贈与帳簿」と記された後，土曜に始まり金曜まで 1面で 1週間 7
日分が記載されるようになっている。記載がない日はスペースが空けてある。しかし第
14葉裏は，連日多くが記載されたため 3月 10日土曜から 13日火曜の 4日間でいっぱい
になってしまい，続く第 15葉は水曜から金曜までを記している。他にこのような箇所と
しては，第 22葉及び裏，第 27葉及び裏，第 28葉及び裏が挙げられるが，そこでたとえ













selberch』『盲目のロバ Blenden Ezel』『一角獣 Eenhoorne』『羊 Ram』『フランケンケ Vranck-
























が，この帳簿ではみられない。しかし最後の第 24葉裏の記載は 8月 2日金曜までである。
葉を切り取った跡がないので，8月 3日以降は別の場所に書かれたとも考えられる。
（5）　グロート grootは古ネーデルランド語の貨幣単位で 1グロート =1ペニング penningとしてフラン
ス語のドゥニエ denierに相当する。1ポンド pond（リーヴル）=20スケリンゲン schellingen（スー）
=240ペニンゲン penningen（ドゥニエ）の体系で計算されるが，1フランドル・グロートはパリ貨
12ドゥニエにあたる。










toen，Joris Ruebs，Pieter Hostelaerts，Roegier vander Schichle，Jan de Rike，Roegier Lappos-
tole，Jan van Wijc，Jacop van den Rakeなどが挙げられ，前年度の顔ぶれから一変している。
第 10葉裏の 1月 18日金曜の記載では，この帳簿で唯一，ぶどう酒の色に言及がある。
この日，22ストープの白ぶどう酒をストープあたり 8グロートで『盲目のロバ』から，










表 1　フィリップ善良公に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
期間 日数 備考
1425年 3月 9日～27日（22日・26日除く） 17 3月 22日宴会（別贈与）
1425年 4月 27日～5月 1日  5 5月 2日聖血の行列（別贈与）
1425年 5月 13日～25日 13
102 研究ノート
1425年 6月 12日～22日 11
1425年 8月 16日～9月 12日 28
1426年 3月 27日～4月 17日（3月 31日除く） 21 3月 31日復活祭（別贈与）














表 2　 尚書長に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426
年 7月）
期間 日数 備考
1425年 8月 27日～9月 13日 18 善良公にほぼ随行
1425年 11月 13日～20日  8
1425年 11月 28日～12月 12日 15
1425年 12月 29日～1426年 1月 2日  5
1426年 1月 21日～29日  9
1426年 3月 23日～4月 17日 26 善良公にほぼ随行
（7）　フィリップ善良公は最初の妃ミシェル・ド・フランスを 1422年に失った後，1424年 11月 30日
に叔父ヌヴェール伯の未亡人ボンヌ・ダルトワと再婚した。しかしボンヌはネーデルランド方面を
訪れることなく，1425年 9月 17日に亡くなった（Prevenier, W. & Blockmans, W., Les Pays-Bas bourgui-
gnons, Anvers, p. 377）。
（8）　Vander Linden, H. （éd.）, op. cit., p. 49
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1426年 5月 2日～13日 12 善良公に随行















表 3　貴族・顧問官に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
名 量＊ 随行 単独 備考（9）
1 クレーフェ公 24 3 アドルフ 1世（公の義弟），H, 59.
2 ポルトガル王子 dom Pierre 24 3 ジョアン 1世次男ペドロ，I, 25, 485
3 オランジュ公（Prince） 24/16 2 2 Louis de Chalon, C, 21.
（9）　人物の同定は以下の文献による（表中ではアルファベット略号とその頁。Sに関しては付属 CD-
ROM中の人物データ）。
　H : Blockmans, W. P. （ed.）, Handelingen van de Leden en van de Staten van Vlaanderen （1419-1467）, deel III, 
Brussel, 2006.
　B : Van Rompaey, J., Het grafelijk baljuwsambt in Vlaanderen tijdens de Bourgondische periode, Brussel, 1967. 
　S  : Dumolyn, J., Staatvorming en vorstelijke ambtenaren in het graafschap Vlaanderen （1419-1477）, Antwer-
pen, 2003.
　C : de Smedt, R. （dir.）, Les Chevaliers de l’Ordre de la Toison d’or au XVe siècle, Frankfurt am Main, 2000.
　P : Vaughan, R., Philip the Good.　The Apogee of Burgundy, London, 1970.
　I   : Sommé, M., Isabelle de Portugal, duchesse de Bourgogne.　Une femme au pouvoir au XVe siècle, Villeneuve 
d’Ascq, 1998.
　N : Caron, M.-T., La noblesse dans le duché de Bourgogne 1315-1477, Lille, 1987.
　J : Schnerb, B., L’Etat bourguignon 1363-1477, Paris, 1999.
104 研究ノート
4 サフォーク伯 16 1 William de la Pole, C, 91.
5 Veere領主 16/12 1 1 Hendrick van Borsele, C, 104-106.
6 騎士 Jean de Luxembourg
（サン・ポルの庶子）
16/12 1 1 リニーおよびサン・ポル伯ワルラン 3世庶子，C, 
75-77.
7 St.Joris領主の子息 12 2 St. Georges領主 Guillaume de Vienne （C, 3-4）の
子か
8 Toulongeon領主 12 2 Jean de Toulongeon，ブルゴーニュ総督，N, 513.
9 騎士 Jean de Vergy 12 1 ブルゴーニュ世襲セネシャル，C, 70-71.
10 L’Isle Adam領主 12 1 Jean de Villiers　侍従顧問官，C, 32-33.
11 騎士 Philippe du Bois 12 1
12 騎士 Guillebert de Lannoy  8 2 1 侍従，外交使節，C, 26-29.
13 Steenhuze領主  8 4 Felix van Steenhuze en Avergem
前高等バイイ（1422-24），H, 112.
14 meester Jan van den Keythulle  8 5 フランドル顧問会，S.
15 Masmines領主  8 1 Robert de Masmines, C, 39-42.
16 meester Joos van Steeland  8 1 フランドル顧問会，S.
17 der Capelle領主  8 1 委任官，H, 89.
18 イングランドの騎士  8 2 2回。同一人物かどうか不明
19 Roubaix領主  8 1 2 Jan de Roubaix　主席侍従，C, 6-8.
20 Jan Camphin  8 2 3 フランドル顧問会，S.
21 騎士 Roeland van Uutkerke  8 5 侍従顧問官，C, 9-11.
22 Guy Guillebaut  8 2 2 公の顧問官　全財政総収入役，S.
「総収入役」として計 2日
23 meester Roeland du Bois  8 1 公の顧問官，H, 65.
24 Godevaert de Wilde  8 2 4 公の顧問官　元フランドル収入役（1420-22），S.
25 meester Jan Doree  8 1 フランドル顧問会，S.
26 Halewijn領主  8 1 jonkheer Jan van Halewijn, 貴族，H, 83.
27 meester Guy Boye  8 1 フランドル顧問会書記官，S.
28 Ekelsbeke領主  8 1 Wouter van Gistel, H, 81.
29 Moerkerke領主  8 2 Lodewijk van Moerkerke，フランドル顧問会，S.
30 meester Willem den Zadelare  8 1 フランドル顧問会，公の顧問官，S.
31 meester Symoen van Formelis  8 1 フランドル顧問会主席　公の顧問官，S.
32 騎士 Jan Steenhuse  8 1
33 Gervans sBuherzoone  8 1
34 meester Heinric Sucket  8 1
35 meester Daneel  8 1
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36 Trecelet dele Bare  8 1

















表 4　高位聖職者に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
職名 量 随行 単独 備考
1 司教 28  1 地名判読不能
2 アミアン司教 16  1 Jean d’Harcourt, P, 219.
3 アラス司教 16  2 Martin Porée，前公の聴罪司祭，J, 226.
4 リエージュ司教 16  1 Jean VIII de Heinsberg, H, 89.
5 トゥルネ司教 12/16 59 54 Jean de oisy　前尚書長，公の顧問官，J, 238.




 8  3 15 Raoul le Maire，公の顧問官，P, 190.
8 ブルッヘ，シント・ドナー
ス聖堂主席司祭
 8  2
（10）　no. 10, 12, 15, 19, 21は 1430年の騎士団創設時にブルッヘで，no. 6, 9は 1433年第 3回総会時にディ
ジョンで，no. 5は 1445年第 7回総会時にヘントで，金羊毛騎士に選ばれた。
106 研究ノート
9 ベツレヘム司教  8  1 Laurens Pignon，公の聴罪司祭，H, 103.
10 リエージュ，サン・ランベー
ル聖堂参事会主席司祭
 8  4 Heinderic Goethals，公の顧問官，H, 81.
11 シント・アンドリーズ修道
院長
 8  2  2 Siger de Costere，ブルッヘ近郊のベネディクト会
修道院，H, 73.
12 ヴュールネの聖堂参事会長  8  1  1 シント・ワルブルガ聖堂参事会，H, 110.
13 アントウェルペンの主席司
祭















表 5　フランドルの役人に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
職名 量 日数 備考 *
1 スライス水域バイイ 8/12 17 Pierre Metteneye（1423-1426.7.3）（15日）
Jehan le Baenst（1426.7.3-1433）（2日），B, 646.
2 フランドル顧問会総代訟官 8/12  2 Lieven van de Winkle, S.
3 高等バイイ  8  9 Jean de la Clyte（Comines領主），B, 614.
4 フランドル収入役  8  2 Gautier Poulain, H, 104.
5 ブルッヘのバイイ  8  5 mer Clais Utenhove, B, 620.
6 ブルッヘのスハウト  8  7 Barthelemi le Vooght, B, 621.
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7 スライスのバイイ  4  4 Jehan le Baenst, B, 645.
8 ダムのバイイ  4  2 Robert le Brune, B, 622.
9 モニケレーデのバイイ  4  1 George de Joingny, B, 636.
10 オーステンデのバイイ  4  1 Jehan Obrechts dit le Juede, B, 619.
11 アールデンブルフのバイイ  4  1 Jehan van der Stichele, B, 617. 
12 ニューポールトのバイイ  4  1 Sohier de Bailleul, B, 637.
13 ティールトのバイイ  4  4 ielman de Buggheselle（1423-1426.4.30）（3日）
Rogier le Coninc（1426.4.30-1432）（1日），B, 647.
14 ダムの通行税徴集役  4  1
15 ブルッヘのスハウトの下役たち 16  1
16 カッセルの収入役  4  1
17 デュインケルケのバイイ  4  2


















（11）　Bautier, R.H., Sornay, J. & Muret, F., Les sources de l’histoire économique et sociale du moyen-âge.　Les Etats 







表 6　フランドル外の役職者に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
職名 量 日数 備考
1 フランス尚書長 24 1 公の滞在時
2 ホラント顧問会の人々 16 1
3 ホラント財務官エグモント領主 16 1 公の滞在時　Willem van Egmond, H, 77.
4 ホラント会計官 16 1 公の滞在時
5 ブラバント会計官 16 1 公の滞在時
6 フランシスコ会の役人 8/12 2
7 摂政の使節  8 2 公の滞在時　ベドフォード公の使節か
8 スコットランド王の顧問官 meester om  8 1
9 マルク伯領収入役  8 1




表 7　 ヘントとイープルの使節に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9
月～1426年 7月）
ヘント 量 日 イープル 量 日
 4  2  4  3
 8 13  8 18
10  1 10  1
12 12 12 10
16  1 16  3
20  1 20  2
52  2 （ペンショナーリス）  4  7
（meester Jan van Gendを含めて） 20  1 meester Andries van Doway  4  1
（ヘントのバイイを含めて） 20  1 mer Michiel van Scoten 4/8  2
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（ペンショナーリス）  4 10 ヘントとイープル  8  2
（同業組合グループ長）  8  1 12  1
meester Heinric Utenhove  4  1 20  3
Jan Boele  4  1 24  1
Victoor vander Zickelen  8  1 （両都市のペンショナーリス）  8  1
Jan Sersandars  8  1 ヘントとイープルとスライス 28  1
表 8　フランドルの都市・地域の使節に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
都市・地域名 量 日数 都市・地域名 量 日数
ヴュールネ 4/8  3 デュインケルケ  8  1
ヴュールネ・アンバハト 4/8  5 ムイデ 4/6/8/12  8
ヴュールネとベルグ 12/24  2 オーステンデ  8  5
ベルグ  6  1 ダム 4/8/16/20  8
アールデンブルフ 4/8 12 （同ペンショナーリス）  4  1
モニケレーデ 4/8/12  3 ヒステル 6/8  2
スライス 6/8/12/16 17 ディクスマイデ  4  1
（同贈与役）  4  2 フッケ  4  1
ニューポールト  8  3 エークロー  8  1
（同ペンショナーリス）  4  1 カプレイケ  8  1
ニューポールトとデュインケルケ 16  1 リル  8  1
（同ペンショナーリス）  4  3
表 9　フランドル外の都市の使節に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
都市・地域 量 日数 都市・地域 量 日数
トゥルネ 8/16  4 リューベック 12 19
カンブレ  6  1 ケルン 12 19
メヘレン 12  1 リューベックとケルン ?/36  2
（同ペンショナーリス）  4  1 ハンブルク 12 19
サン・トメール  8  1 ダンチヒ  8  8
（同ペンショナーリス）  4  1 シュトラールズント  8  8
リール（ペンショナーリス）  4  1 リガ  8  8
ブリュッセル（ペンショナーリス）  4  1 ダンチヒ，シュトラールズント，リガ 24 12
アントウェルペン（ペンショナーリス）  4  1
























表 10　団体に対する都市ブルッヘのぶどう酒贈与（1424年 9月～1426年 7月）
贈与先 量 贈与日
宗教団体
フランシスコ会 32 1424.10.4, 1425.10.4（聖フランチェスコの祝日）
その他 1回（1425.6.26）
（12）　Blockmans, W. P. （ed.）, Handelingen van de Leden en van de Staten van Vlaanderen （1419-1467）, deel I, 
Brussel, 1990, pp. 293-294.
（13）　Ibid., pp. 246-247, 253-256.
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 8 1424.12.4, 1425.12.4（聖バルバラの祝日）
その他
弩射手たち 32 1426.6.29
老射手の団体 /老射手 22 1425.6.3, 1426.5.26
若い射手たち 16 1426.6.9
君主の射手たち 16 1425.6.16










日付 事由 量＊ 購入先 他の対象者
9.2 都市役職の改選 6 z. 8 st.　 Jan Scuppelin
10.25 紛争の裁定 4 z. 8 st.. Willem van Gremberghe in den Haze






11.10 聖マルティヌス祭前夜 17 z. 9 st. Janneke Wellens
11.21 会計業務 記載なし（16） Pieter Bustijn 前市長たち
12.12 紛争の裁定 6 z. 10 st. Pieter Bustijn
12.25 クリスマス 17z. 9 st. Pieter Bustijn
1.23 紛争の裁定 65 st. Pieter Bustijn
3.22 市庁舎での食事 17 z. 15 st. Pieter Bustijn 公，司教，貴族たちなど
4.8 復活祭 17 z. 2 st. Pieter Bustijn
5.2 聖血の行列 35 z. 5 st Pieter Bustijn 公，トゥルネ司教
同 55 z. 13 st. Jan de Wieede
5.24 紛争の裁定 71 st. Pieter Bustijn
5.26 聖霊降臨祭 16 z. 12 st. Pieter Bustijn
6.11 紛争の裁定 75 st. Pieter Bustijn
7.2 紛争の裁定 71 st. Pieter Bustijn
7.19 紛争の裁定 73 st. Pieter Bustijn
8.31 不明 17 z. 10 st. Pieter Bustijn
　1425年 9月～1426年 7月
日付 事由 量 購入元
9.2 都市役職の改選 判読不能 判読不能
10.19 紛争の裁定 120 st. in de ［Blenden］ Ezel
10.30 紛争の裁定 73 st. Pieter Bustijn
11.8 紛争の裁定 77 st. Pieter Bustijn
11.10 聖マルティヌス祭前夜 17 z. 10 st. Pieter Bustijn
12.11 紛争の裁定 77 st. Janne de Wieede in de Orscamp
12.25 クリスマス 18 z. 5 st. Pieter Bustijn ポルトガル王子
1.23 紛争の裁定 77 st. Pieter Bustijn
3.14 不明 17 z. 12 st. Pieter Bustijn
3.31 復活祭 18 z. 5 st. Pieter Bustijn 公
5.2 聖血の行列 30 z. 4 st. Andriese vanden Wevre 公，聖職者，修道院
など
同 23 z. 3 st. Jacob Xpiaens
同 14 z. Paes den Grave
同 27 z. in de Muerte
（16）　支払金額（22 スケリンゲン 8 と 2分の 1グロート）とストープあたり 7グロートの記載から計算
してみると約 39ストープ（2ゼステル 7ストープ）となる。
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5.19 聖霊降臨祭 16 z. 13 st. Wouter in de Muerte
6.19 紛争の裁定 76 st. Paes den Grave

































外国の王侯は 24ストープ，司教・尚書長は 16ストープ，他地域の貴族は 12ストープ，
フランドルの貴族・顧問官・中央官職者は 8ストープ，バイイと都市の使節は（1人あたり）
4ストープが基本で，場合によって若干の増減を施したと考えられる。
そして対象者はフランドル，近隣のブラバント，ホラント，あるいはブルゴーニュ公の
支配地にとどまらず，スコットランド，イングランド，フランス，ポルトガル，バルト海
沿岸からも到来しており，ブルゴーニュ宮廷および都市ブルッヘの交際がヨーロッパ各地
に及んでいたことを示している。これらの人々は入れ代わり立ち代わりブルッヘを訪れて
おり，ぶどう酒贈与帳簿では 1週間以上記録がないということはめったになかった。
帳簿が連続的に残っていないため，以後の時期にブルッヘのぶどう酒贈与の様子がどう
変化していくかを知ることはできない。しかしわずかに残る 1460年代，1480年代の帳簿や，
他都市の同様の帳簿との比較が行われるならば，都市の贈与や君主の宮廷との関係につい
てより広範な認識を得ることができるだろう。
［付記］　本稿は，JSPS科研費 JP16K03117の助成を受けた研究成果の一部である。
